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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内箱と外箱との間に真空断熱材と発泡断熱材とを備えて断熱箱体として構成される冷蔵
庫本体を有する冷蔵庫であって、
　前記外箱の角部に複数の板状部材の端部同士が係合される係合部と、
　前記内箱の前記外箱の角部に対向する位置で、内箱を構成する内箱用板部材の端部が角
部手前で斜めに折り曲げして直交して隣接する内箱用板部材と連結する傾斜部と、
　前記外箱に近接して配設される放熱パイプと、
を有し、
　前記発泡断熱材の厚みは、前記真空断熱材の厚みより薄く、係合部の角部に向かって延
出した前記真空断熱材の端部は前記傾斜部が始まる地点を越えて、隣接する板状部の内箱
用板部材の手前で終端し、
　前記真空断熱材の外箱側の面と対向する外箱との間の距離は、前記放熱パイプの直径よ
りも小であり、
　前記傾斜部と前記外箱の角部との隙間には発泡断熱材が充填されているとともに、
　前記係合部と真空断熱材の端部とは離間している冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、冷蔵庫に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　冷蔵庫は、その断熱性能の向上および省エネルギー化を図るために、冷蔵庫本体となる
断熱箱体を構成する外箱と内箱の間の空間に断熱材を挟み込んで構成されている。そして
、この断熱材として、従来は、硬質ウレタンフォーム等などからなる発泡断熱材が使用さ
れていたが、近年は、この発泡断熱材よりも断熱効果が大きく、かつ薄型化し得る真空断
熱材が使用されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　真空断熱材は、例えば細いガラス繊維の綿状物であるグラスウールをマット状に固めた
芯材をアルミ箔と合成樹脂フィルムをラミネートしたガスバリア性の高いフィルムからな
る袋体で包んで長方形の薄板状に構成されるものであるため、袋体を構成するフィルムが
断熱箱体を構成する構造体の尖った角部やねじなどに当たると、傷つきやすく、損傷しや
すいという問題がある。
【０００４】
　本発明は、上記に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、真空断熱材が損傷
しにくいとともに、真空断熱材を使用して貯蔵容量を増大し得る冷蔵庫を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態の冷蔵庫は、内箱と外箱との間に真空断熱材と発泡断熱材とを備えて断熱箱体
として構成される冷蔵庫本体を有する冷蔵庫であって、前記外箱の角部に複数の板状部材
の端部同士が係合される係合部と、前記内箱の前記外箱の角部に対向する位置で、内箱を
構成する内箱用板部材の端部が角部手前で斜めに折り曲げして直交して隣接する内箱用板
部材と連結する傾斜部と、前記外箱に近接して配設される放熱パイプと、を有し、前記発
泡断熱材の厚みは、前記真空断熱材の厚みより薄く、係合部の角部に向かって延出した前
記真空断熱材の端部は前記傾斜部が始まる地点を越えて、隣接する板状部の内箱用板部材
の手前で終端し、前記真空断熱材の外箱側の面と対向する外箱との間の距離は、前記放熱
パイプの直径よりも小であり、前記傾斜部と前記外箱の角部との隙間には発泡断熱材が充
填されているとともに、前記係合部と真空断熱材の端部とは離間している。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の一実施形態に係わる冷蔵庫の全体構成を示す斜視図である。
【図２】図１に示す冷蔵庫を構成する断熱箱体を示す斜視図である。
【図３】図２に示す断熱箱体の分解斜視図である。
【図４】図１に示した冷蔵庫を同図において右方から見た側面図である。
【図５】図４において線Ｂ－Ｂに沿って取った冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側
板状部の係合部を示す部分断面図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側板状部
の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。
【図７】本発明の更に他の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側板
状部の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。
【図８】本発明の別の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側板状部
の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。
【図９】本発明の更に別の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側板
状部の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。
【図１０】図４において線Ｂ－Ｂに沿って取った冷蔵庫の下端部における底面板状部と右
側板状部の係合部を詳細に示す部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００７】
　以下、図面を用いて、本発明を実施するための形態(以下、実施形態と称する)を説明す
る。
【０００８】
　図１は、本発明の一実施形態に係わる冷蔵庫の全体構造を示す斜視図である。同図に示
す冷蔵庫１は、その本体が後述するように内箱と外箱との間に真空断熱材を挟んで構成さ
れる断熱箱体３で構成され、この断熱箱体３は、天井となる上面壁を構成する板状部材か
らなる上面板状部５、底面壁を構成する板状部材からなる底面板状部７、右側壁を構成す
る板状部材からなる右側板状部９、左側壁を構成する板状部材からなる左側板状部１１お
よび背面壁を構成する板状部材からなる背面板状部１３で構成されている。なお、図１に
おいては、左側板状部１１と背面板状部１３は、背後に隠れて図示されないので、後述す
る図２および図３を参照されたい。上面板状部５、底面板状部７、右側板状部９、左側板
状部１１および背面板状部１３を総称して記載する場合には、単に板状部と称することに
する。
【０００９】
　また、前記複数の板状部で上下左右および背部を囲まれた断熱箱体３の前面開口側には
、観音開き式の冷蔵室扉１５、引き出し式の野菜室扉１７、引き出し式の製氷室扉１９、
引き出し式の第１の冷凍室扉２１、および引き出し式の第２の冷凍室扉２３が取り付けら
れている。なお、第２の冷凍室扉２３は、製氷室扉１９の横に並んで設けられている。な
お、これらの冷蔵室扉１５、野菜室扉１７、製氷室扉１９、第１の冷凍室扉２１および第
２の冷凍室扉２３の奥の断熱箱体３内には、それぞれ冷蔵室、野菜室、製氷室、第１の冷
凍室および第２の冷凍室が設けられているものである。
【００１０】
　図２および図３は、それぞれ図１に示した冷蔵庫１において冷蔵室扉１５、野菜室扉１
７、製氷室扉１９、第１の冷凍室扉２１および第２の冷凍室扉２３のすべての扉を除去す
るとともに、これらの扉の後方にそれぞれ設けられている前記冷蔵室、野菜室、製氷室、
第１の冷凍室および第２の冷凍室の間を仕切っている仕切り部材などの一部除去して、断
熱箱体３のみを明確に図示している斜視図および該断熱箱体３の分解斜視図である。
【００１１】
　図２に明確に示すように、断熱箱体３は、複数の板状部である前記上面板状部５、底面
板状部７、右側板状部９、左側板状部１１および背面板状部１３を有し、これらの複数の
板状部の互いに隣接するそれぞれ２枚の板状部の端部同士突き合わせ若しくは一方の板状
部材の折り曲げ、他方の板状部材に重ね合わせて、係合させて構成される外箱１０と内箱
２０とから形成されている。また、内箱は掛合部における重ね合わせ部分のねじの螺合に
よる係合のほか、折り曲げや、付き合わせた端部の溶接による一体構造の箱体構造であっ
てもよい。
【００１２】
　なお、この外箱１０と内箱２０との間には、真空断熱材が挟まれるように充填され、こ
れにより断熱箱体３の断熱性を向上している。また、上述したように、隣接する２枚の板
状部の端部同士を重ね合わせて係合した係合部には、当該隣接する２枚の板状部を固定的
に連結するねじなどが設けられ、このねじなどにより隣接する２枚の板状部は端部同士が
堅固に固定されている。
【００１３】
　また、図３から分かるように、断熱箱体３の上面壁を構成している上面板状部５は、前
後方向で段差状をなし、前部が底面板状部７と平行な平板状をなし、後部が前部よりも下
側に位置して底面板状部７と平行な平板状をなしている。そして、このように、上面板状
部５の下方に凹んだ後部上に機械室２５が形成され、この機械室２５内に冷蔵庫１の冷凍
サイクルを構成する図示しない圧縮機などが設けられている。なお、この機械室２５の上
部は、図１に示すように、閉塞板２７で閉塞されている。
【００１４】
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　図４は、図１に示した冷蔵庫１を同図において右方から見た側面図であって、右側板状
部９が真正面から図示されている。なお、同図に示すように、右側板状部９は、外周縁部
９ａおよび下方中央部の上方に延出した延出部分９ｂが膨出して構成されている。また図
示しないが、左側板状部１１も右側板状部９と同様に構成されている。
【００１５】
　図５は、図４において線Ｂ－Ｂに沿って取った冷蔵庫１の上端部における２枚の板状部
である上面板状部５と右側板状部９の端部同士を突き合せて係合した係合部を詳細に示す
部分断面図である。同図に示すように、この係合部は、冷蔵庫１の上端部において互いに
隣接する２枚の板状部である上面板状部５と右側板状部９の端部同士を突き合せて係合し
た角部である。上面板状部５は、外箱１０を構成する外箱用板部材５１と、内箱２０を構
成する内箱用板部材５３と、これらの外箱用板部材５１と内箱用板部材５３の間に挟まれ
て配設された上面用真空断熱材５５とから構成されている。また、この上面用真空断熱材
５５と外箱用板部材５１との間には、硬質ウレタンフォーム等などからなる発泡断熱材５
７が充填されている。
【００１６】
　しかしながら、この発泡断熱材５７の充填量は、断熱性が更に向上した上面用真空断熱
材５５を使用しているため、従来に比較して、少なく、その厚さも薄くなっている。
【００１７】
　すなわち、真空断熱材の厚みの方が発泡断熱材の厚さよりも厚く、または発泡断熱材の
厚さの方が真空断熱材の厚さよりも薄くなっており、本実施形態では、真空断熱材の厚み
や使用量は全体的に全断熱材の８０％以上となっている。
【００１８】
　更に、上述した上面板状部５に対して直角に下方に延出して右側板状部９が配設されて
いる。この右側板状部９は、外箱１０を構成する外箱用板部材９１と、内箱２０を構成す
る内箱用板部材９３と、これらの外箱用板部材９１と内箱用板部材９３の間に挟まれて配
設された右側壁用真空断熱材９５とから構成されている。
【００１９】
　右側板状部９の外箱用板部材９１は、上方に延出した上端部が右方に直角に折曲してか
ら、右方に少し延出した折曲片９１ａを有し、この折曲片９１ａの外側に上面板状部５の
外箱用板部材５１の端部５１ａが重なるように延出し、この重なった外箱用板部材５１の
端部５１ａと外箱用板部材９１の折曲片９１ａの両方を貫通するようにねじ３１が螺合し
、端部５１ａと折曲片９１ａとを一体的に固定し、ひいては外箱用板部材５１と外箱用板
部材９１とを堅固に一体的に固定している。
【００２０】
　そして、外箱用板部材５１の端部５１ａと外箱用板部材９１の折曲片９１ａを一体的に
固定しているねじ３１の下方に伸びた先端は、上面板状部５と右側板状部９の係合部であ
る角部内に入っているが、このねじ３１の先端を全体的に覆うように緩衝部材であるソフ
トテープ３５が上面板状部５と右側板状部９の係合部である角部に配設され、これにより
ねじ３１の先端が当該係合部内に露出しないようになっている。このようにねじ３１の先
端をソフトテープ３５で覆って露出しないようにすることにより、上面板状部５の上面用
真空断熱材５５や右側板状部９の右側壁用真空断熱材９５がねじ３１の先端部で傷ついた
り、損傷しないように防止している。
【００２１】
　すなわち、上面用真空断熱材５５および右側壁用真空断熱材９５は、例えばグラスウー
ルなどからなるマット状の芯材をガスバリア性の高いフィルムからなる袋体で包んで長方
形の薄板状に構成したものであるため、外側のフィルムは、傷つきやすいものであるので
、上述したように、ねじ３１の先端をソフトテープ３５で覆って、ねじ３１の先端が真空
断熱材の外側のフィルムに直接当たらないようにし、これにより真空断熱材が損傷するこ
とを防止しているものである。
【００２２】
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　また、緩衝部材を構成するソフトテープ３５は、例えばスポンジなどのような緩衝性の
ある柔らかい材質で構成され、その周囲に接着剤などを塗布して構成されるものである。
【００２３】
　また、右側板状部９の内箱用板部材９３は、上方に延出した上端部９３ａが前記上面用
真空断熱材５５の左端部の中程近くまで延出している。一方、上面板状部５の内箱用板部
材５３は、左方に延出した左端部が係合部である角部の手前で斜め下方に折曲して、傾斜
固定部５３ａを構成している。この傾斜固定部５３ａの斜め下方に延出した下端部は、内
箱用板部材９３に平行となるように上方に折曲して、取付片５３ｂを構成している。この
取付片５３ｂは、接着剤３３によって内箱用板部材９３に固着され、これにより内箱用板
部材５３を内箱用板部材９３に直角に固定し、ひいては上面板状部５を右側板状部９に対
して直角に固定している。
【００２４】
　そして、このように傾斜固定部５３ａなどで囲まれた上面板状部５と右側板状部９の係
合部である角部のすべての隙間には、発泡断熱材５７が充填され、断熱箱体３の断熱性能
を確保している。
【００２５】
　なお、上面板状部５の上面用真空断熱材５５は、係合部の角部に向かって延出した左端
部が右側板状部９の内箱用板部材９３の上端部９３ａの少し手前で終端している。また、
右側板状部９の右側壁用真空断熱材９５は、係合部の角部に向かって上方に延出した上端
部が角部まで入らず、その少し手前で終端している。すなわち、上面用真空断熱材５５お
よび右側壁用真空断熱材９５の端部は、断熱箱体３の係合部である角部およびねじ３１か
ら離間し、係合部に設けられているねじ３１などに接触して損傷しないようになっている
。なお、係合部のねじ３１は、上面用真空断熱材５５および右側壁用真空断熱材９５の間
に位置し、ねじ３１が上面用真空断熱材５５および右側壁用真空断熱材９５に接触して損
傷しないように防止されている。更に、右側壁用真空断熱材９５の上端は、図５から分か
るように、上面板状部５の内箱用板部材５３の内面よりも上方に位置している。
【００２６】
　更に、図５から分かるように、上面用真空断熱材５５は、係合部およびねじ３１の延長
線上に存在しないように配設されており、上面用真空断熱材５５が仮に係合部やねじ３１
の方に近接したとしても、上面用真空断熱材５５の端部がねじ３１などで損傷しないよう
になっている。
【００２７】
　また、上述したように、ねじ３１の先端を覆って保護しているソフトテープ３５の右側
には、冷蔵庫１の放熱パイプ３７が隣接して配設されている。この放熱パイプ３７は、ア
ルミテープ３９によってソフトテープ３５に取り付けられている。このように、放熱パイ
プ３７をソフトテープ３５に隣接して設けることにより、放熱パイプ３７をねじ３１から
保護することができる。なお、放熱パイプ３７は、アルミテープ３９を介して外箱用板部
材５１に接触し、放熱パイプ３７の放熱効果を向上している。
【００２８】
　上述したように、本実施形態では、上面板状部５と右側板状部９との係合部である角部
において、上面板状部５の外箱用板部材５１と右側板状部９の外箱用板部材９１とを両者
の係合部で一体的に固定しているねじ３１の先端、すなわち係合部内に伸びたねじ３１の
先端をソフトテープ３５で覆って保護しているため、上面用真空断熱材５５や右側壁用真
空断熱材９５の端部がねじ３１の先端に直接当たって、損傷することが防止されている。
【００２９】
　また、本実施形態では、上面板状部５と右側板状部９との係合部について図示し説明し
たが、上面板状部５と左側板状部１１との間の係合部も同様に構成されていることは勿論
のことである。
【００３０】
　更に、本実施形態において、緩衝部材であるソフトテープ３５の厚さは、前記ねじ３１
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が当該ソフトテープ３５の中に埋設して露出しないようにねじ３１の長さよりも大きいも
のである。このようにねじ３１をソフトテープ３５内に埋設して露出しないようにするこ
とにより、ねじ３１の先端に上面用真空断熱材５５や右側壁用真空断熱材９５が接触して
、傷つくことを防止することができる。
【００３１】
　なお、本実施形態では、上面板状部５の上面用真空断熱材５５の上面と外箱用板部材５
１の下面との間の寸法は、比較的広めに図示されているが、この寸法は、放熱パイプ３７
の直径よりも小さいことが望ましい。
【００３２】
　図６は、本発明の他の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側板状
部の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。図６に示す実施形態は、図５において
上面板状部５の外箱用板部材５１と右側板状部９の外箱用板部材９１との係合状態を変更
するとともに、この変更に合わせて、ねじ３１の取り付け位置を変更した点が異なるのみ
であって、その他の構成は図５と同じである。従って、図６において、図５と同じ構成要
素には同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００３３】
　図６に示すように、上面板状部５を構成する外箱用板部材５１の左方に延出した先端は
、下方に直角に折曲して、折曲片５１ｂを構成している。また、右側板状部９を構成する
外箱用板部材９１の上端は、折曲せず、そのまま真っすぐ延出して、上端部９１ｂとなり
、この上端部９１ｂは、前記折曲片５１ｂの上に横から重なり、この重なった上端部９１
ｂと折曲片５１ｂの両方を貫通するようにねじ３１が横から螺合し、これにより外箱用板
部材５１と外箱用板部材９１とを堅固に固定している。
【００３４】
　なお、このように折曲片５１ｂと上端部９１ｂとを貫通し、両者を一体的に固定してい
るねじ３１の先端は、上面板状部５と右側板状部９の係合部である角部内に延出している
が、このねじ３１の先端は、ソフトテープ３５内に埋設されるように覆われ、係合部内に
露出しないようになっている。従って、上面用真空断熱材５５および右側壁用真空断熱材
９５がねじ３１によって傷つかないようになっている。
【００３５】
　図７は、本発明の更に他の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側
板状部の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。図７に示す実施形態は、図５にお
いて内箱用板部材５３と内箱用板部材９３とを一体的に連続して構成したことが異なるの
みであり、その他の構成は、図５と同じである。従って、図７において、図５と同じ構成
要素には同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００３６】
　すなわち、図７においては、上面板状部５を構成する内箱用板部材５３は、図５に示す
ような傾斜固定部５３ａおよび取付片５３ｂを備えてなく、内箱用板部材５３の左方に真
っ直ぐ延出した端部は、右側板状部９を構成する内箱用板部材９３の上端部に直接連続的
に連結されて、内箱用板部材５３と内箱用板部材９３の両者の端部同士が一体的に連続し
て形成され、直角に折曲し、直角部９８を構成している。
【００３７】
　このように直角部９８を構成するように内箱用板部材５３と内箱用板部材９３の端部を
一体的に連続して構成することにより、内箱用板部材５３と内箱用板部材９３との連結は
、強固となるとともに、図５に示したような傾斜固定部５３ａ、取付片５３ｂ、接着剤３
３などが不要となり、構成も簡単となる上に、製造作業も簡単かつ効率的となる。
【００３８】
　図８は、本発明の別の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側板状
部の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。図８に示す実施形態は、図５において
上面用真空断熱材５５と右側壁用真空断熱材９５とを係合部で直角に連結して、一体的に
構成するとともに、内箱用板部材９３の上端部９３ａの先端をループ状に折り曲げて、ル
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ープ部９３ｂを構成したことが異なるのみであり、その他の構成は、図５と同じである。
従って、図８において、図５と同じ構成要素には同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００３９】
　すなわち、図８においては、上面用真空断熱材５５と右側壁用真空断熱材９５とが係合
部で直角に連続的に連結して、一体的に構成されているため、上面用真空断熱材５５と右
側壁用真空断熱材９５とを別々に構成することに比べて、効率的であり、断熱性および作
業性を向上することができるとともに、上面板状部５と右側板状部９の係合部である角部
に真空断熱材を隙間なく、適確に配設することができる。
【００４０】
　また、内箱用板部材９３の上端部９３ａの先端をループ状に折り曲げて、ループ部９３
ｂを構成することにより、このループ部９３ｂが上面用真空断熱材５５、右側壁用真空断
熱材９５または両者の角部に接触しても、真空断熱材を傷つけることはない。
【００４１】
　図９は、本発明の更に別の実施形態に係わる冷蔵庫の上端部における上面板状部と右側
板状部の係合部を示す図５と同様な部分断面図である。図９に示す実施形態は、図５にお
いて右側壁用真空断熱材９５の上端部を更に上方まで延出するとともに、この上方まで延
出した右側壁用真空断熱材９５の上端部９５ａと上面用真空断熱材５５の左端面５５ｂと
の間の隙間に位置するように右方に移動してねじ３１を配設し、更にこのねじ３１の移動
に合わせて、ソフトテープ３５、放熱パイプ３７、アルミテープ３９を右方に移動したこ
とが異なるのみであり、その他の構成は、図５と同じである。従って、図９において、図
５と同じ構成要素には同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００４２】
　すなわち、図９においては、右側板状部９を構成する右側壁用真空断熱材９５の上端部
９５ａは、上方まで延出し、上面用真空断熱材５５の左端面５５ｂに側近まで延出し、こ
の右側壁用真空断熱材９５の上端部９５ａの上面部９５ｂは、上面用真空断熱材５５の上
面部５５ａと同じ水平レベルとなっている。
【００４３】
　また、右側板状部９を構成する外箱用板部材９１の折曲片９１ａは、更に右方に延出し
て、延出端部９１ｃを構成し、この延出端部９１ｃの上に外箱用板部材５１の端部５１ａ
を重ね、この重なった延出端部９１ｃと端部５１ａとを貫通するようにねじ３１を螺合し
て、外箱用板部材５１と外箱用板部材９１とを一体的に固定している。従って、ねじ３１
は、右方に延出した延出端部９１ｃの上に位置するように右方に移動している。従って、
ねじ３１は、右側壁用真空断熱材９５の上端部９５ａの端面９５ｃと上面用真空断熱材５
５の左方に延出した左端面５５ｂとの間の隙間に位置するようになっている。また、この
ねじ３１を保護しているソフトテープ３５も同様に右方に延出し、更に前記放熱パイプ３
７およびアルミテープ３９も同様に右方に延出している。
【００４４】
　上述したように、本実施形態では、右側壁用真空断熱材９５が上方に延出しているため
、右側壁用真空断熱材９５と上面用真空断熱材５５との間の隙間、すなわち右側壁用真空
断熱材９５の上端部９５ａの端面９５ｃと上面用真空断熱材５５の左端面５５ｂとの間の
隙間は、小さくなり、断熱性能を向上している。また、ねじ３１は、上面用真空断熱材５
５と右側壁用真空断熱材９５との隙間に位置するように右方に移動しているため、真空断
熱材がねじによって傷つくことも防止することができる。
【００４５】
　図１０は、図４において線Ｂ－Ｂに沿って取った冷蔵庫１の下端部における２枚の板状
部である底面板状部７と右側板状部９の端部同士を突き合せて係合した係合部を詳細に示
す部分断面図である。この係合部は、冷蔵庫１の下端部において互いに隣接する２枚の板
状部である底面板状部７と右側板状部９の端部同士を突き合せて係合した角部である。底
面板状部７は、外箱１０を構成する外箱用板部材７１と、内箱２０を構成する内箱用板部
材７３と、これらの外箱用板部材７１と内箱用板部材７３の間に挟まれて配設された底面
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用真空断熱材７５とから構成されている。また、この底面用真空断熱材７５と外箱用板部
材７１との間には、硬質ウレタンフォーム等などからなる発泡断熱材７７が充填されてい
る。
【００４６】
　更に、上述した底面板状部７に対して直角に上方に延出して右側板状部９が配設されて
いる。この右側板状部９は、上述したように、外箱１０を構成する外箱用板部材９１と、
内箱２０を構成する内箱用板部材９３と、これらの外箱用板部材９１と内箱用板部材９３
の間に挟まれて配設された右側壁用真空断熱材９５とから構成されている。
【００４７】
　右側板状部９の外箱用板部材９１は、下方に延出した下端部が右方に直角に折曲してか
ら、右方に少し延出した折曲片９１ｄを有し、この折曲片９１ｄの外側に底面板状部７の
外箱用板部材７１の端部７１ａが重なるように延出し、この重なった外箱用板部材７１の
端部７１ａと外箱用板部材９１の折曲片９１ｄの両方を貫通するようにねじ４１が螺合し
、端部７１ａと折曲片９１ｄとを一体的に固定し、ひいては外箱用板部材７１と外箱用板
部材９１とを堅固に一体的に固定している。また、この重なった外箱用板部材７１の端部
７１ａと外箱用板部材９１の折曲片９１ｄの内側には、Ｌ字形の補強板７９が取り付けら
れ、当該重なった角部を補強している。
【００４８】
　そして、外箱用板部材７１の端部７１ａと外箱用板部材９１の折曲片９１ｄを一体的に
固定しているねじ３１の上方に伸びた先端は、底面板状部７と右側板状部９の係合部であ
る角部内に入っているが、このねじ４１の先端を全体的に覆うように緩衝部材であるソフ
トテープ４３が底面板状部７と右側板状部９の係合部である角部に配設され、これにより
ねじ４１の先端を覆って係合部内に露出しないようになっている。このようにねじ４１の
先端をソフトテープ４３で覆って露出しないようにすることにより、底面板状部７の底面
用真空断熱材７５や右側板状部９の右側壁用真空断熱材９５がねじ４１の先端部で傷つい
たり、損傷しないように防止している。すなわち、ねじ３１の先端をソフトテープ４３で
覆って、ねじ４１の先端が真空断熱材の外側のフィルムに直接当たらないようにし、これ
により真空断熱材が損傷することを防止しているものである。
【００４９】
　また、右側板状部９の内箱用板部材９３は、下方に延出した下端部９３ｃが底面板状部
７の外箱用板部材７１の近くまで延出している。一方、底面板状部７の内箱用板部材７３
は、左方に延出した左端部が角部である係合部の手前で斜め上方に折曲して、傾斜固定部
７３ａを構成している。この傾斜固定部７３ａの斜め上方に延出した上端部は、内箱用板
部材９３に平行となるように下方に折曲して、取付片７３ｂを構成している。この取付片
７３ｂは、接着剤によって内箱用板部材９３に固着され、これにより内箱用板部材７３を
内箱用板部材９３に直角に固定し、ひいては底面板状部７を右側板状部９に対して直角に
堅固に固定している。
【００５０】
　そして、このように傾斜固定部７３ａなどで囲まれた底面板状部７と右側板状部９の係
合部である角部のすべての隙間には、発泡断熱材７７が充填され、断熱箱体３の断熱性能
を確保している。
【００５１】
　また、底面板状部７の底面用真空断熱材７５は、係合部の角部に向かって延出した左端
部が右側板状部９の内箱用板部材９３の少し手前で終端している。また、右側板状部９の
右側壁用真空断熱材９５は、下端部が下方に延出し、前記ねじ４１の先端を覆っているソ
フトテープ４３に当接し、これにより右側板状部９と底面板状部７との係合部である角部
を右側面側から完全に覆い、断熱性を向上している。
【００５２】
　更に、図１０から分かるように、底面用真空断熱材７５は、係合部およびねじ４１の延
長線上に存在しないように配設されており、底面用真空断熱材７５が仮に係合部やねじ４
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１の方に近接したとしても、底面用真空断熱材７５の端部がねじ４１などで損傷しないよ
うになっている。
【００５３】
　また、上述したように、ねじ４１の先端を覆って保護しているソフトテープ４３の右側
であって、更に内箱用板部材９３の下端部９３ｃの右側には、冷蔵庫１の放熱パイプ４５
が隣接して配設されている。この放熱パイプ４５は、アルミテープ４７によってソフトテ
ープ４３に取り付けられている。このように、放熱パイプ４５をソフトテープ４３に隣接
して設けることにより、放熱パイプ４５をねじ４１から保護することができる。なお、放
熱パイプ４５は、アルミテープ４７を介して外箱用板状部７１に接触し、放熱パイプ４５
の放熱効果を向上している。
【００５４】
　上述したように、本実施形態では、底面板状部７と右側板状部９との係合部である角部
において、底面板状部７の外箱用板部材７１と右側板状部９の外箱用板部材９１とを両者
の係合部で一体的に固定しているねじ４１の先端、すなわち係合部内に伸びたねじ４１の
先端をソフトテープ４３で覆って保護しているため、底面用真空断熱材７５や右側壁用真
空断熱材９５の端部がねじ４１の先端に直接当たって、損傷することが防止されている。
【００５５】
　なお、上記実施形態では、外箱１０および内箱２０を構成する上面板状部５、底面板状
部７、右側板状部９、左側板状部１１がそれぞれ別々に分割され、これらをそれぞれの係
合部である角部で連結して、断熱箱体３を構成しているが、すなわち断熱箱体３の外箱１
０を構成する外箱用板部材のそれぞれが別々に分割されているが、本発明はこれに限定さ
れるものでなく、各外箱用板部材が一体的に連結されて、一枚の板のように構成されてい
るものでもよい。また、断熱箱体３の内箱２０を構成する内箱用板部材のそれぞれが別々
に分割されていているものに限定されるものでなく、一体的に連結されて、一枚の板のよ
うに構成されているものでもよい。
【００５６】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００５７】
1  冷蔵庫
３　断熱箱体
５　上面板状部
７　底面板状部
９　右側板状部
１０　外箱
２０　内箱
１１　左側板状部
１３　背面板状部
３１、４１　ねじ
３３　接着剤
３５、４３　ソフトテープ
３７、４５　放熱パイプ
３９、４７　アルミテープ
５１　外箱用板部材
５１ａ　端部
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５３　内箱用板部材
５３ａ　傾斜固定部
５３ｂ　取付片
５５　上面用真空断熱材
５７　発泡断熱材
７１　外箱用板部材
７３　内箱用板部材
７５　底面用真空断熱材
７７　発泡断熱材
９１　外箱用板部材
９１ａ　折曲片
９１ｂ　上端部９１ｂ
９１ｃ　延出端部
９１ｄ　折曲片
９３　内箱用板部材
９３ａ　上端部
９５　右側壁用真空断熱材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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